

nagajis
［ORJ第20号（2007年12月発行）収録］
“アヒャダルマ”パターンの初出である。記事の区切りのためにこのようなお遊びページを挟むことは以前からやっていたが、有料化に伴って記事数が増え、既存のパターンだけでは足りなくなり、慌てて作成した。
野暮な解説；2008年のエイプリールフールに公式サイトをクリスマスバージョンにするお遊びをやったが、見事にすべって非難を浴びた。それを踏まえたKYである。なお公式サイトにはその時の残骸がいまも残っている。
http://www.the-orj.org/images/snow3.gif
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nagajis
［ORJ第21号（2008年1月発行）収録］
仕様上どうしても季節感に欠けるORJなので、少しは季節を感じさせるものにしようと考えた。
それが後々自らの首を絞めることになる。
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nagajis
［ORJ第22号（2008年2月発行）収録］
節分である。いまだにエイプリールフールのことを根に持っている。鬼の面はトレースで自作した。　
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nagajis
［ORJ第23号（2008年3月発行）収録］
ここでひなまつりにするのはありきたりだと考え、路線を変更し、前の息抜きページを受けて季節変化させることにした。
このフレーズは今でもいい皮肉だと思う。　
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nagajis
［ORJ第24号（2008年4月発行）収録］
息抜きのページを作るのはいつも製作の最終段階で、１時間とか30分とかいう短時間にばばばっと仕上げている。最後の最後まで忘れていて、統合版を作る時になって思い出すことも。このページもそんな感じで作ったはず。
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nagajis
［ORJ第25号（2008年5月発行）収録］
哀れを誘う前のネタまではアイデアがあったが、それ以降どうするか考えていなかった。発行ギリギリにこのような展開に。
季節が進むにつれて草が増え、手間が増えることに愕然とし始めたのがこの頃である。一生懸命やっても反応が得られないし。
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nagajis
［ORJ第26号（2008年6月発行）収録］
前のが思い付くと自然とこの流れになった。が、その次が思い付かなかった。いい加減費用対効果の悪さに辟易したこともあり、掲載はここで終了した。





nagajis
ここまでは考えていた。
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